
公益社団法人滝川市シルバー人材センター

令和３年度　事業計画

１．基本方針
　日本の総人口（令和２年8月１日現在）は、１億2,580万人で前年に比べ42万人減少し

ている一方、65歳以上の高齢者人口は3,613万人と、前年に比べ31万人増加し、総人口に

占める割合は28.7%と過去最高となりました。高齢者の総人口に占める割合を比較すると、

日本は世界で最も高く、高齢者の増加は諸外国に例をみないスピードで進んでいます。

　令和３年４月に改正高年齢者雇用安定法が施行され、従業員の70歳までの高齢者就業確保

措置が企業の努力義務となりました。このことからも70歳までの会員の入会者が今まで以上

に確保が困難になります。

　平成30年2月内閣府が策定した「高齢社会対策大綱」では、エイジレスに働ける社会の実

現に向けた環境整備として、退職後に臨時的・短期的又は軽易な就業等を希望する高齢者等

に対し、地域の日常生活に密着した仕事を提供するシルバー人材センター事業を推進すると

ともに、生涯現役社会の実現に向けた役割を自覚し、国や地域社会からの期待に応えて、そ

の存在意義を高め、公益団体として積極的に事業を推進していかなければなりません。

　当センターでは、高齢法改正に伴う定年延長・再雇用制度等による入会者の減少や事業金

額も年々減少傾向となり、併せて会員の年齢層も高くなり厳しい運営を強いられております。

　シルバー人材センターの「自主・自立、共働・共助」の基本理念の基、会員同士が協力し

助け合いながら社会参加することで、活力あるまちづくりとなるよう引き続き、就業機会の

拡大、会員の入会増加に向けた諸施策の実施に努め、会員・役職員が一体となって事業計画

に基づき事業運営に取り組んで参ります。

２．実施計画　
（１）就業体制の強化

　　①　シルバー人材センターの臨時的・短期的・軽易な業務の基本的な就業範囲の理解を

　　　得ながらローテーション就業や公平性に努め、新規入会者や未就業会員解消のため、

　　　広く就業の場を提供し適正な体制づくりに努めます。

　　②　会員の就業は、助け合いながら共に働くグループ就業が基本となるため、協力し効

　　　率よく安全に就業が進められ、後継者の育成や多様な要望に迅速に応えられるよう職

　　　群班の充実と強化を図ります。

（２）就業機会の確保と拡大

　　①　地域の要望・期待に応えるため、知識や経験豊富な会員を有効に活用できるような

　　　就業先の開拓や独自事業の検討に努め、現在受注中の就業の継続と他分野での受注拡

　　　大に努めます。

　　②　技能講習会や研修会を行い、就業に必要な知識や技能の修得やマナーの向上に努め、

　　　就業の場の拡大を図るとともに、安全で適正な就業に努めます。

　　③　会員の就業意欲に応えるため、請負・委任契約になじまない就業については、適正　

　　　な就業を推進するため、北海道シルバー人材センター連合会滝川市事務所として派遣

　　　事業の拡大に努めます。

 　  ④　会員が技能を取得するために研修室兼作業室を活用し、新たな就業の確保に努めま

 　 　す。

 　  ⑤　就業機会の確保と拡大のため、新十津川町以外の近隣の市などへも就業範囲の拡大

 　  　につて積極的に検討します。

（３）会員の入会促進　　　　　　　　

　　①　健康で就業意欲のある会員の入会を促進するため、広報たきかわ等への募集広告掲

　　　載、会員・役職員による口コミ勧誘、ホームページの活用により会員拡大に努めます。



　　②　市のイベントやボランティア活動等の社会参加や、ホームページの利用、普及啓発

　　　期間のリーフレットの配布により、シルバー事業の活動状況を広く周知し普及啓発に

　　　努めます。

　　③　今後増えると思われる総合事業（介護予防・日常生活支援総合事業）に携わる就業や、

　　　共働き家庭の家事支援など、地域の要望に応えられるようにシニアサポータ（会員）を

　　　を募集します。

　　④　センターの安定運営に欠かせない賛助会員については、事業の趣旨をご理解いただ

　　　く中で、会員の継続と新規賛助会員の拡大に努めます。

　　⑤　会員の減少やシルバー人材センターの認知度が低下してきているため、トレーニン

　　　グ室を活用し、会員又は賛助会員になっていただき、入会の促進やシルバー人材セン

　　　ターの認知度の向上に努めます。

　　⑥　入会促進とシルバー人材センターの周知のため、公共施設等でPRや入会説明会を開

　　　催します。

　　⑦　女性会員の入会促進を進め、女性部会の設置を検討します。

　　⑧　会報かがやきを全戸に配布し、シルバー人材センターの認知度の向上と会員募集に努

　　　めます。

　　　

（４）健康と安全就業の推進

　　①　安全就業意識の徹底を図るため、安全大会を開催するほか、各職群班の技能講習会

　　　等の開催時にも事故の未然防止意識の高揚を図るなど、安全就業の推進に努めます。

　　②　安全委員会の活動を強化し、就業現場の巡回、安全具の着用励行など、安全就業対

　　　策（事故原因を分析し再発防止）の推進に努め、事故「ゼロ」を目指します。

　　③　健康については自己管理が大切なことから、健康診断受診を奨励し、健康で安全に

　　　就業できるようその徹底に努めます。

　　④　長く就業するためには、健康が第一であることからトレーニング室を設置し、会員

　　　の健康づくりや体力の向上に努めます。

（５）普及啓発・ボランティア活動の推進

　　①　ボランティア活動等の社会参加や、ホームページの利用、広報かがやきの全戸配布

　　　により、シルバー事業の活動状況を広く周知し普及啓発に努めます。

　　②　5月は、公共施設等の整備・清掃作業、2月は、福祉住宅の除雪など、奉仕活動を積

　　　極的に行い、地域に密着したセンターづくりに努めます。

（６）関係機関・団体との連携強化

　　　シルバー事業の目的達成のため、全国シルバー人材センター事業協会や北海道シルバ　　

　　ー人材センター連合会などの関係団体や、北海道労働局、北海道、滝川市などの関係機

　　関との連携を密にし、事業の円滑な運営に努めます。

（７）事務局体制の強化

　　　職員の研修等により資質及び意識の向上に努め、職員相互の連携強化と総合力を発揮

　　し、事務の効率化・迅速化に努めます。

3．事業目標　　　

　　上記令和３年度事業計画に基づき、次の事業目標を定め、会員、役職員一体となり目標

　達成に向けて取り組んでまいります。

（1）会員数　　　　　     　　３１０ 名

（2）契約金額　　  １１０，８００ 千円

（3）就業延人数　  　２８，０００ 人日


